


























































































































































て2 て3 拿 て と助詞 て1 ば
ら も も
現われ
a 13 3 1 I 4 
b l 5 2 2 
C 2 50 26 6 13 8 27 
d 5 42 92 4 13 3 21 
従屈節の 14 8 l 3 6 
現われ (13) ( 7) ( 3) (21) (11) 








て1 て2 て3 象 て と助詞 ば
ら も も
現われ
a 3 7 34 1 2 2 7 
b 16 15 2 6 2 ， 
C 1 18 39 3 I 11 
d 3 63 38 4 16 ， 27 
従屈節の 3 23 49 3 8 4 16 
現われ (42) (22) (38) (30) (30) (Z9) (30)
合計 7 106 126 10 27 14 54 





〖ど がら に も
も
62 17 11 
56 5 ， 
3 75 23 1 10 
2 49 35 1 13 
118 22 20 
(49) （認） (47) 
5 242 80 2 43 
か 危 i ど れ が
ら に り も t 
29 8 1 4 
2 42 11 7 
2 82 12 11 
I 89 62 1 21 
2 71 19 I 11 
(40) (29) (24) (50) (26)


















































































接荘 て1 て2 て＇ ながら ても とも ば か ら はど1こ により ども けれど が
助Iり 改ぼ〖 改逸 改滋 改虚 改；直 改: 1i 改遁 改遁 改遁 改；狙 改直 改；凪 改1i
現われ 1i l改 修滋 炉改 I}！改 阻改 旧改 修滋： 阻改 作i改 炉改 伊改 阻改 修i改
a 2 i 1 61: 65 鯰i24 6 (9 4 ; 2 27 (16 6: S 99澤 31 i 32 妬39 12 i 10 j 16 
b I: I 7: 13: 4 1 ; 3: l 2: l ］
＇， 21: 18 6: 5 5: 4 I: 2 2.4: I 
C 5: 7 42: 24 6l : 55 4 ; 2 ?J : J I 4: 4 17: 5 4 ; 1 17 : 6 7: 2 5: 3 2: 2 4 : 













7: 5 烈）：16 43: 37 42: 43 l 3 ; l2 24; 1 7




(86) (86): 000 
合計 ll: 9 22; 93 61 :112 7: 4 34: 24 14: 8 50: 29 l2 : 6 39: 84 52: 39 49: 47 15: 14 28: 17 
注： （ ） 、 a、b、 C 、dは表1参熊
＜尊敬騒・謙譲話）
〈表4)
接荘 て1 て＇ てl ながら て も とも ば か ら はどに により ども けれど が
助詞 改灌 改遁 改直 改遥 改遁 改：羞 改漁 改潅 改汲 改遁 改逸 改遥 改遥
現われ 炉改 I}ぼ 9釈改 似改 修激 阻改 釈改 ,;：改 阻改 修i改 阻改 9釈改 阻改
a 3 (2 28 i 25 44澄 2 i I 8 j 6 3: 3 5: 2 18 j 17 1[ 1 6 [ 8 J; 5 6 : 4 
b 16: 15 35; 21 7: 3 I: I 1: 5 S: I 27: 9 7; 8 13: 8 6: 4 6: 2 
C 5: 4 23: 15 37渇0 4: 2 6: 10 ; l 16: 8 2: 2 63: 25 12: 14 9 : 1 2: 3 6: 5 
d 3: 3 55 i 38 45: 32 J: I 13: 5 IO! 3 22 i 14 5 i 3 31滋 32 i 16 21 i 24 6: 2 JO: 6 
従属節の 3: 2 44: 40 7 9: 50 2: I 15: 9 4: 4 12: 7 s; J 45; 26 8: 9 19: 16 7: 9 12: 6 
現われ 27Jj(22) (35)!(43) (49)'(44) (29)収（お） (44li(38) (29)!(50) (24):(24) (42),( 17 ) (32)!(31) (I6i(23) (39)：⑳ (47)
， 
：（64) {43):(36 
合計 l l : 9 22: 93 61 :112 7 ; 4 34: 24 14 : 8 50汲9 12: 6 杓渇4 52: 39 49: 47 15: 14 岱: 17
注： ｛ ） 、 a、b、 C、 dは表J参熊
巻 ー ・ 3 ウ
⑤
ほどに
• う ち に い ま
に｀












． 賄 盃 は あ い す み ま し た れ ど
も、
あ ま り


















































































































方 ・ 出 現 頻 股 が あ る 程 度 特 定 さ れ て い る と 思 わ れ る 。．敬
甜 と し て 構 成 さ れ て い る 従 屈 節 の 述 語 部 に 現 れ る 猜 要 紫 （ 陳




「捷 朋 新 甜」 に 現 れ る 述 語 部 の 蹄 要 索 は 、































文 を 完 結 す る は た ら き を す る の で あ る 。












あ る 接 続 助 詞 「 ほ ど に
」・
「 に よ
り 」 ・ 「
が」・「けれども」・「ども」・「から」は述語部の甜
咲索としても、






接絞植類 な て と か ほ に ど け
述甜部 て
' て2 て3 が ば ど よ れ が
要索 ら も も ら に り も ど
用 雪 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
使役形 ゜ ゜
受 身 ゜ ゜
打ち消し ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
過 去 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
可 能 ゜ ゜
完 了 ゜ ゜
覇望法 ゜
意 志 ゜ ゜ ゜ ゜















































































































































新しく現れた「ても」と「けれども」に骰き替えられているが、これらの骰換には 陳述の度合」に応じて霞き替え れているという法則性が見ら るのである。
埠敬語・謀誼匝を「詞の敬栢」と分類し
た。
また、『捷鮒新匝』
にも
よく用いられている彩敬を表す助勁詞「る」
・「らる」を話
し手の判断梢意を表すのではなく、
概念内容を示すものであるか
ら、「辞」の助詞・助動詞とは異 ると主張している。
．
it. 
これに対して、辻村敏樹氏は、
時枝氏が「詞の敬語は、
話し手
の敬意を表さない と述ぺているこ
に対して「敬盟の性格から
みて、
敬意を表さないとすれば、
なぜにそれらは敬甜と呼ばれる
に佑するか」と疑間を げかけている。
また、
敬意というような主体的なものを「辞」によってのみ表しうると考えるのは当然であるが、「る」
・「
らる
」などが本米
の意味から敬器と
しての表現に転用された
とき、
それらは敬
烈を表す辞に転じた 見るぺさだ。（「講座日本語の文法2」236ページ）
と述ぺ、
時枝氏の「詞の敬甜」の規定に対して問切点を指摘して
いる
。
本税では、
敬肝を丁京語と粗敬語・謹誼gnIIUとに分けて、
その出
現比率を接綬助詞別に関ぺてきたが、
その結呆（表li5)とし
て、
時枝氏が主張する「詞の敬語」に屈する苓敬語・牒誼語にお
いても
出現率は、丁率距より裕ちてはいるが、
接続助阿別に現
れる陳述性の順序は、
丁牢節とほぼ同じ結米が出てい
る。
すなわ
ち、「辞の敬皿叩」である丁率栢と
して、
陳述性
が尚いグループで
ある「が」
・
「けれども」・
「ども」・
「により」
・
「ほどに」
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芯は鼎敬訴．諒譲研の出現においても同じく高いグループを占めているのである。
ここで、「詞の敬語」と酋われている雌敬栢•練腺賠の場合も
陳述性の股合に応じて出現していると思われる。
このよ
うなことから、
時枝氏の「詞の敬話」に屈する腺敬諾·
謀服語は二つの＂面から見ることができる。
印腺敬蹄．膝譲語も辣述性の度合に応じて出現している。回「
捷鮒新匝における粒敬語・謹誼栢が丁京な意味で用い
られていること。
"t-‘ 
回について
は、
宮地裕氏が
E捷陪新稲
j
にもよく用いられてい
る版服話「存じる」
・「
致す
」・
などを丁重語と分類し、「話し
手の敬意的配慇が直接だれ
かに向かう。」（「講座国語史5．敬語
史」419ページ）と述ぺている。
以上のことから、
時枝氏の瑚
敬論における「詞の敬語
」
と「辞の敬詩」との分類は、
本稿の陳
述性に述統性があるという設点からみると
、「より岡的
j
と「ょ
り辞的
j
という表現がふさわしいと思う
。
改作における丁寧化
「捷解新語
j
は1676年「原刊本」が刊行されて以来、
17
48年「改作本」と1781年「重刊改修本」等の改修が行われ•yof 畑訳官の手による改修は、
内容的に「原刊本」をほとんど踏複
m 
四、
おわりに
しており、
約百年を経た8本訴が対照できるという点から、
日本
語研究に いても、
その
夜科的価俯が高い
と酋われている。
また、
「改修本」と「誼刊本」には、
敬栢がよく現れるようになる特徴
がある。
特に「丁寧冊」を中心に発達した「改修本」と「煎刊本」は当
時成熟し
つつあった格式に応じた
T卑さ
が特色である「武士言
葉」から、
影閤されたものと考えられる。
それは、「原刊本
」
の
成立時期が刊行より約go年前であるということを考えあわせると時期的にも首肯で
きるもの
である。
このよう
に「改修本」と「瓜刊本」に
敬語がよく付
くよ
うに
なった
と言うことは、
文体的に、
より丁疱化されたと言うことと、
文法的に、
文の構造において陳述的な面が高くなったことを示す
ものである。
以上、
文の成立に深い関わりをもっ「陳述性」というものを、
従屈節の述話を中心に、．敬語を下位分類する方法によっ
て、
構文
論的な考察をこころみた。
三本（「原刊本」・
「改作本」・「瓜刊本」）の
E捷解新雁』を
資料として敬語を調ぺた結米、
全体的に二つのことが言える。
m
一般的な傾向
三本の「捷解新語」を通して「陳述」の度合に応じた敬栢の出
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現率が認められる
。
つまり
、
陳述性が高いグループの従属節は
、
敬語の出現率が高くなる
。
これは現代栢と比較してみても同じ結
果が出ていることから
、
時代を通した共通の文法的傾向と言える
。
②（
三本の「捷解新語を通して）合致しない頼向
三本の「捷解新邑を比較してみると
、
文体的に「原刊本」よ
り
、「改修本」
、「誼刊本」において丁寧化がさらに進んでいる
。
それは「捷解新甜
j
が役人のための実用的な日本紐教科也であっ
たことを考えると
、
当時
、
成熟しつつあった「武士酋策」という
ものに改修の際
、
かなり彩閃されたものと考えられる
。
（戟国韓南大学校
非詣勤講佃）
〈資料〉
・
「三本針照掟解新語」一京都大学文学部国祈学同文学研究穴出躙・昭47)
・「改修従解新甜」（ボ都大学文学部困絣学国文学研究亨編・附62)
注
注1r111甜学版論（時枝成記・む波杏店・昭53.32版）注2
「日本絣教守小典
J
(U本踊枚tf学会紺・大作館・間37.1版）
注3
『OO餅構文論J
(渡辺実・塙囲房附63.7版）
注4
「現代13本語の樗辿」(ltj不二男・大作館・昭GI.7版）
注5
「国甜と国文学」（「からとのではどう述うか」・水野刊・附26)
注6
「講庄日本甜の文法2J
(「討と辞の分類と敬Rlf」.IVJ治術院．IVI
12) 
国文学論考（都留文科大学）
第二十六号
国文学論集（山梨大学教育学部
第二十六集
国文研究（呑川大学国文 会）
躯十四号
、
第十五号
国文
研究と教行（奈良教育大学）
第十三号
国文橘（京都橘女子大学）
節十七号
国文鶴見｛鶴見大学日本文 会）十五号
「講匝囚脱史・政冊史
J
(「現代の敬甜」窮地裕・附46)
「千TiJ文学・栢
学j
（大友侶
i.
「外困貸科中困•朝鮮」附伐．6）
研究室受贈図書雑誌目録国
国語と教育（長岱大学）第十四号
、
第十五号
国文（お茶の水女子大学）第七 一
、
第七十二号
、
第七十三号
国文学（関西大学）
第六十六号
、
第六十七号
国文学会誌 京都教育大学
oo
文学会）
第二十三号
国文学研究（早稲田大学）
第百集
、
第百一集
、
第百二集
国文学研究賓料館紀要
第十六号
国文学研究査料館紺査研究報告
第十一号
，
国文 研究ノート（神戸大学）
第二十四号
国 学孜（広島大学）
第百二十三号
、
第百二十四号
、
第百二十
第四十四号
、
第四
第二十四号
国文学雑誌（藤女子大学・藤女子短期大学）五号 注7注8
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